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個人情報の取り扱いについて
ご登録いただいた情報は日刊工業新聞社が細心の注意を払い、展示会・セミナー・サービス等、各種ご案内を送らせていただくことを目的に利用させていただきます。
なお、メールの宛先変更・配信停止をご希望の際は右記までご連絡ください。【連絡先】日刊工業新聞社　dbopr03@nikkan.tech
郵送による宛先変更・発送停止をご希望の際は、本紙を封入していた封筒のダイレクトメールの調査欄をご記入の上、本ページ中央部右下に記載の［申込・問合せ］連絡先へFAXにてご連絡ください。

フリガナ

□日本金型工業会正会員

□中部プラスチックス連合会正会員

※会場には受講者用の駐車場がありません。
　必ず最寄りの公共交通機関でご来場ください。
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【アクセス】

名古屋駅から地下鉄桜通線徳重行に乗車。
４つ目「高岳」下車。１番出口より徒歩３分。
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日刊工業新聞社 名古屋支社 会場案内図

2024年12月6日（金） 
日刊工業新聞社 名古屋支社 セミナールーム  名古屋市東区泉２-２１-２８

日 時

会 場

関連部署にご回覧ください 主 催：日刊工業セミナー

10：00～17：00
（9：30 受付開始）

※昼食のご用意がございませんので、ご準備いただくか休憩時間内に外食いただき
ますようお願い申し上げます。（休憩時間の会場内飲食は可能）

受講料 46,200円（資料含む、消費税込）
※日本金型工業会、中部プラスチックス連合会の正会員の方は１５％割引とさせていただきます。

申込・問合せ
日刊工業新聞社 名古屋支社 イベントＧ
TEL 052（931）6158（直通）　FAX 052（931）6159

受講にあたり
開催決定後、受講票並び請求書をメールで送付いたします。
※必ずメールアドレスをご記入いただきますようお願い申し上げます。
申込者が最少催行人数に達していない講座の場合、開催を見送りとさせて頂
くことがございます。（担当者より一週間前を目途にご連絡致します。）

お申し込み方法
ホームページ（https://corp.nikkan.co.jp/seminars/search）または、
下記申込書をご記入のうえFAXにてお申し込みください。

受講料
セミナー開催日までに銀行振込にてお支払いください。
振込手数料は貴社でご負担願います。

キャンセルポリシー
開催日１週間前までの受付とさせて頂きます。１週間前までにご連絡がない
場合はご欠席の方もキャンセル料として受講料全額を頂きます。

12/6 検図負担軽減

No.247630

設計の働き方改革へ貢献する上司、先輩、同僚に対する

検図負担軽減と
凡ミス退治の上手な進め方



開催主旨
　あなたの所では、設計担当者に間違いを作り込ませておいて、上司が後から探す検図を出図前に行ってはいません
か？設計の間違い防止では、如何に設計途中で間違いの作り込みを未然予防するか？が、大切です。そのためには、作り
込まれた間違いを後から探す検図をしていてはだめで、設計を進めて行く全過程に注意を払う必要があります。つまり検
図の方式を、従来とは対応法を前向きに変える必要があります。
　また間違いの形態には、不注意で発生する間違いと、判断による間違いの二種類があります。不注意の間違いは、注
意すれば防げる間違いであり、これを上司・先輩や同僚の手を煩わし検図するのは、大変無駄なことであります。本人の
注意が行き届かないのは、注意の仕方が判らないことと、業務へ集中できないためです。一方判断の間違いは、識らな
いことが原因の間違いです。つまり識らないのに勝手に判断し、間違いとするものです。
　従って設計の働き方改革に貢献する間違い未然予防のために上司・先輩が組織的に必要な対応は、設計時に必要な
技術基準と注意の要点をどの様な形態で事前に設計担当者へ指導・与えるか？に、掛かっていると言えます。
　これらの設計時間違い作り込み未然予防に必要な検図と凡ミス退治の方法と考え方を、本セミナーでは講師の豊富
な経験を許に、101のケーススタデイと現状実態例で具体的な対応法をご紹介致します。特に設計の働き方改革へ貢献
し、同時に上司、先輩、同僚に対する検図負担軽減へ顕著に役立ちます。是非関係者のご参加を、お勧め致します。

★ 設計の働き方改革に貢献する検図取組み法
★ 設計管理面から前向きの検図法
★ 設計エラー未然予防対策としての検図のあり方・考え方
★ 検図の基本と必要な基礎教育と指導方法

★ 検図の上手な進め方・急所とポイント
★ 設計エラーの事例と対処法
★ 凡ミス防止の101のケーススダデイ

セミナーのポイント

講　師

【略歴】17年間富士重工業（株）三鷹製作所生産技術部門へ勤務、専用機設計等の工場自動化業務へ従事後、1974年４月伊豫部技術士事
務所を開設、現在、工場生産合理化・IE改善業務、技術開発・製品設計部門・生産技術部門改善等のコンサルタントとして活躍中。
関わった国内の企業数は上場・中堅企業を中心に100社を越える。韓国・台湾を中心に海外企業の指導経験も豊富。
所属学会・協会および役職・活動状況：（社）日本技術士会へ所属・機械部長、理事を歴任。2003年度から日刊工業新聞社と（財）り
そな中小企業振興財団主催「中小企業庁長官賞新技術・新製品賞」贈賞専門審査委員を６年間歴任。
主な著書に「設計の凡ミス退治101」、「設計のムダ退治101」、「設計者の心得と実務101」、「設計のマネジメント101」、「設計の経験則
101」、「設計の基本仕様51」、「設計の故障解析51」、「設計審査（DR）支援ツール集・Ⅰ（事前審査編）」、他（何れも日刊工業新聞社刊）

伊豫部技術士事務所 所長　技術士　伊豫部 将三 氏
い よ べ

プログラム
1．仕組み面から改善が必要な間違いには

　(1) 外注設計者活用に伴う間違いを防ぐには
　(2) 補助者活用に伴う間違いを防ぐには
　(3) 所要工数見積もりに伴う間違いを防ぐには
　(4) 日程計画設定に伴う間違いを防ぐには
　(5) 設計審査の漏れに伴う間違いを防ぐには
　(6) 購入材料・部品仕様変更に伴う間違いを防ぐには
　(7) 設計審査・見直し検図省略・廃止に伴う間違いを防ぐには

2．上司・先輩指導面の改善が必要な間違いには
　(8) 判断による間違いを防ぐには
　(9) 思い違い・誤解・先入観による間違いを防ぐには
(10) 原理・方式・構造選択による間違いを防ぐには
(11) 仕様・性能・特性・強度設定に伴う間違いを防ぐには
(12) 強度不足に伴う間違いを防ぐには
(13) 既存データが無い物で間違いを防ぐには
(14) 客先仕様打合せ時の聞き取り間違いを防ぐには
(15) 機能設定・配置・組合せ上の間違いを防ぐには
(16) 機構上の選択間違いを防ぐには
(17) 競合品分解参考時の設計条件調査に伴う間違いを防ぐには
(18) 特許・文献調査の漏れに伴う間違いを防ぐには
(19) 市場・ユーザークレーム・トラブル発生時の対応間違いを防ぐには
(20) 構想・計画立案着手時の間違いを防ぐには
(21) 基本設計・機能設計・原理設計着手時の間違いを防ぐには
(22) 詳細設計・生産設計・部品設計着手時の間違いを防ぐには
(23) 組立図作成時の間違いを防ぐには
(24) 先輩・上司の事前指導不備に伴う間違いを防ぐには
(25) 担当者のモラル・業務意欲低下に伴う間違いを防ぐには、他

3．教育面から改善が必要な間違いには
(26) 知らないことによる間違いを防ぐには
(27) 工作法選択に伴う間違いを防ぐには
(28) 図面表示による間違いを防ぐには
(29) 材料選定に伴う間違いを防ぐには
(30) 熱処理・表面処理選択に伴う間違いを防ぐには
(31) 試験データ集計・解析に伴う間違いを防ぐには
(32) コスト設定に伴う間違いを防ぐには
(33) ユーザーニーズ把握間違いを防ぐには
(34) 熱・腐食・温度雰囲気条件設定に伴う間違いを防ぐには
(35) 応力・振動・衝撃・荷重負荷条件設定に伴う間違いを防ぐには

4．標準化・資料化面から改善が必要な間違いには
(36) 指針・基準・参考資料類不備に伴う間違いを防ぐには
(37) 法律・条例・公的規制に伴う間違いを防ぐには
(38) 規格・基準・資料改訂不備に伴う間違いを防ぐには
(39) チェックリスト不備に伴う間違いを防ぐには

5．担当者自身の努力で対応可能な間違いには
(40) 不注意による間違いを防ぐには
(41) 見落し・忘れによる間違いを防ぐには

(42) 記入・転記による間違いを防ぐには
(43) 事後点検不備による間違いを防ぐには
(44) 計算・演算に伴う間違いを防ぐには
(45) 取合い・嵌合い・組合せに伴う間違いを防ぐには
(46) 旧図面・既存図面活用に伴う間違いを防ぐには
(47) CADの編集設計に伴う間違いを防ぐには
(48) 購入部品手配に伴う間違いを防ぐには
(49) 部品点数の数え間違いを防ぐには
(50) 運動・動作干渉の間違いを防ぐには、他

6．製造部門・他部署の協力が必要な間違いには
(51) 製造・ラインクレーム・トラブル発生時の対応間違いを防ぐには
(52) 加工限界・工作限界が変わることに伴う間違いを防ぐには
(53) 加工機械・工具・治具の製造設備変更に伴う間違いを防ぐには
(54) 機構系工作法設計に伴う間違いを防ぐには
(55) 保全性確保設計に伴う間違いを防ぐには、他計101のケーススタデイをご紹介します

7．設計の働き方改革に貢献する凡ミス未然予防対策としての検図の考え方
　(1) 検図による修正指摘と手戻りを減らすには、設計着手時から開始する
　(2) 自分で確保できる品質は、設計者自身によるセルフチェックで確保する原則を
　(3) 間違い防止に必要な基礎技術教育と指導取組み法
　(4) 標準図・基準・手順書・手本図などの資料類整備取組み法

8．設計の働き方改革と凡ミス退治に必要な検図の基本および心得と原則
　(1) 本人が防げる簡単な間違いは、本人が原則予防し他人へ頼らない
　(2) 判らないことは勝手に判断せず、先輩へ教わるか、試験で事前検証する
　(3) その都度その場で、設計ツールと指差し照合、確認印付けの習慣化
　(4) 取合い・嵌合い・組合せ・相互関連ある個所同士の一緒記入を習慣化・他

9．機能検図と凡ミス防止
　(1) 基本仕様設定面からの検図法
　(2) 原理・方式・構造選択面からの検図法
　(3) 性能値・品質値設定面からの検図法

10．コスト検図と凡ミス防止
　(1) コスト選択面からの検図法
　(2) 工法設定面からの検図法
　(3) 製造品質確保面からの検図法・他

11．製図・作図法検図と凡ミス防止
　(1) 記入・入力ミス防止面からの検図法
　(2) 干渉防止面からの検図法
　(3) 演算・計算間違い防止面からの検図法・他

12．凡ミス事例と改善法
　(1) 凡ミスとトラブル事例
　(2) 設計トラブル改善事例

◎・質疑とコンサルテーション


